
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
六
日
提
出

質

問

第

一

七

三

号

仙
谷
官
房
長
官
の
「
私
的
メ
モ
」
の
定
義
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

中

川

秀

�
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仙
谷
官
房
長
官
の
「
私
的
メ
モ
」
の
定
義
に
関
す
る
質
問
主
意
書

行
政
文
書
を
「
私
的
メ
モ
」
と
し
て
情
報
公
開
の
対
象
外
と
す
る
こ
と
は
、
重
大
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
本
年
十
一
月
九
日
に
行
な
わ
れ
た
衆
議
院
予
算
委
員
会
の
審
議
で
、
仙
谷
官
房
長
官
が
「
望
遠
レ
ン
ズ
で
盗
撮
さ

れ
た
よ
う
で
す
」
と
発
言
し
た
「
政
府
と
し
て
映
像
を
一
般
公
開
し
た
場
合
の
検
討
（
尖
閣
ビ
デ
オ
関
連
）
」
と
題
す
る
文
書

（
以
下
、
「
当
該
文
書
」
）
に
つ
い
て
仙
谷
官
房
長
官
は
「
私
的
メ
モ
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
下
記
の
質

問
を
す
る
。

一

『
内
閣
官
房
に
お
け
る
情
報
公
開
法
に
基
づ
く
処
分
に
係
る
審
査
基
準
』
（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
）
は
「
第
�

行

政
文
書
該
当
性
の
判
断
基
準
」
に
お
い
て
、
開
示
請
求
の
対
象
が
『
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
』

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
「
行
政
文
書
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
基
準
を
定
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
下
記
に
つ
い

て
質
問
す
る
。

（
一
）

本
年
十
一
月
十
二
日
衆
議
院
内
閣
委
員
会
に
お
い
て
仙
谷
官
房
長
官
は
「
当
該
文
書
」
を
作
成
し
た
の
は
「
官
房

長
官
の
ス
タ
ッ
フ
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
「
当
該
文
書
」
作
成
者
の
所
属
と
役
職
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
作
成

者
は
勤
務
時
間
内
に
作
成
し
た
も
の
か
。
政
府
所
有
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
等
を
用
い
て
作
成
し
た
も
の
か
。
職
務
上

一



作
成
し
た
も
の
か
。
作
成
者
は
、
誰
か
ら
ど
の
よ
う
な
指
示
を
受
け
て
、
文
書
を
作
成
し
た
の
か
。

（
二
）

「
第
�

行
政
文
書
該
当
性
の
判
断
基
準
の
�
」
は
「
「
行
政
機
関
の
職
員
が
職
務
上
作
成
し
、
又
は
取
得
し

た
」
と
は
、
行
政
機
関
の
職
員
が
当
該
職
員
に
割
り
当
て
ら
れ
た
仕
事
を
遂
行
す
る
立
場
で
、
す
な
わ
ち
公
的
立
場

に
お
い
て
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
こ
と
を
い
い
、
作
成
し
た
こ
と
又
は
取
得
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
文
書
管
理
の

た
め
の
帳
簿
に
記
載
す
る
こ
と
、
収
受
印
が
あ
る
こ
と
等
の
手
続
的
な
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
必
要
と
す
る
も
の
で

は
な
い
。
」
と
あ
る
。
こ
の
条
項
に
照
ら
し
て
、
「
当
該
文
書
」
は
「
行
政
文
書
」
に
当
た
る
か
。
「
行
政
文
書
」

に
当
た
ら
な
い
場
合
に
は
そ
の
理
由
を
明
記
さ
れ
た
い
。

（
三
）

「
第
�

行
政
文
書
該
当
性
の
判
断
基
準
の
�
」
は
「
「
文
書
、
図
画
及
び
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気

的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
た
記
録
を
い
う
。
）
」
と
は
、

行
政
機
関
に
お
い
て
現
に
事
務
及
び
事
業
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
記
録
の
形
式
を
網
羅
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
文
書
、
図
画
」
と
は
、
人
の
思
想
等
を
文
字
若
し
く
は
記
号
又
は
象
形
を
用
い
て
有
体
物
に
可
視
的
状
態
で
表
現

し
た
も
の
を
い
い
、
紙
の
文
書
の
ほ
か
、
図
面
、
写
真
、
こ
れ
ら
を
写
し
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
等
が
含
ま
れ
る
。

「
電
磁
的
記
録
」
と
は
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
電
子
情
報
の
記
録
に
限
ら
れ

二



ず
、
録
音
テ
ー
プ
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
等
の
内
容
の
確
認
に
再
生
用
の
専
用
機
器
を
用
い
る
必
要
の
あ
る
記
録
も
含
ま

れ
る
。
ま
た
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
、
電
磁
的
記
録
に
該
当
す
る
。

な
お
、
「
電
磁
的
記
録
」
に
は
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
情
報
を
表
示
す
る
た
め
一
時
的
に
メ
モ
リ
に
蓄
積
さ
れ
る
情

報
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
上
に
一
時
的
に
生
成
さ
れ
る
テ
ン
ポ
ラ
リ
フ
ァ
イ
ル
等
は
含
ま
れ
な
い
。
」
と
あ
る
。
こ
の

条
項
に
照
ら
し
て
、
「
当
該
文
書
」
は
「
行
政
文
書
」
に
当
た
る
か
。
「
行
政
文
書
」
に
当
た
ら
な
い
場
合
に
は
そ

の
理
由
を
明
記
さ
れ
た
い
。

（
四
）

「
第
�

行
政
文
書
該
当
性
の
判
断
基
準
の
�
」
は
、
「
「
当
該
行
政
機
関
の
職
員
が
組
織
的
に
用
い
る
も
の
」

と
は
、
作
成
又
は
取
得
に
関
与
し
た
職
員
個
人
の
段
階
の
も
の
で
は
な
く
、
組
織
と
し
て
の
共
用
文
書
の
実
質
を
備

え
た
状
態
、
す
な
わ
ち
、
当
該
行
政
機
関
の
組
織
に
お
い
て
、
業
務
上
必
要
な
も
の
と
し
て
、
利
用
又
は
保
存
さ
れ

て
い
る
状
態
の
も
の
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
�
職
員
が
単
独
で
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
文
書
で
あ
っ
て
、

専
ら
自
己
の
職
務
の
遂
行
の
便
宜
の
た
め
に
の
み
利
用
し
、
組
織
と
し
て
の
利
用
を
予
定
し
て
い
な
い
も
の
（
自
己

研
鑚
の
た
め
の
研
究
資
料
、
備
忘
録
等
）
、
�
職
員
が
自
己
の
職
務
の
遂
行
の
便
宜
の
た
め
に
利
用
す
る
正
式
文
書

と
重
複
す
る
当
該
文
書
の
写
し
、
�
職
員
の
個
人
的
な
検
討
段
階
に
留
ま
る
も
の
（
決
裁
文
書
の
起
案
前
の
職
員
の

三



検
討
段
階
の
文
書
等
。
た
だ
し
、
担
当
職
員
が
原
案
の
検
討
過
程
で
作
成
す
る
文
書
で
あ
っ
て
も
、
組
織
に
お
い
て

業
務
上
必
要
な
も
の
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
は
除
く
。
）
等
は
、
「
組
織
的
に
用
い
る
も
の
」
に
は
該
当
し

な
い
。
作
成
又
は
取
得
さ
れ
た
文
書
が
組
織
的
に
用
い
る
も
の
に
当
た
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
、
�
文
書
の
作
成
又

は
取
得
の
状
況
（
職
員
個
人
の
便
宜
の
た
め
に
の
み
作
成
又
は
取
得
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
直
接
的
又
は
間

接
的
に
当
該
行
政
機
関
の
長
等
の
管
理
監
督
者
の
指
示
等
の
関
与
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
）
、
�
当
該
文

書
の
利
用
の
状
況
（
業
務
上
必
要
と
し
て
他
の
職
員
又
は
部
外
に
配
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
他
の
職
員

が
そ
の
職
務
上
利
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
）
、
�
保
存
又
は
廃
棄
の
状
況
（
専
ら
当
該
職
員
の
判
断
で

処
理
で
き
る
性
質
の
文
書
で
あ
る
か
ど
う
か
、
組
織
と
し
て
管
理
し
て
い
る
職
員
共
用
の
保
存
場
所
で
保
存
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
）
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
行
う
。
ま
た
、
組
織
と
し
て
共
用
文
書
た
る
実
質
を
備

え
た
状
態
に
な
る
時
点
と
し
て
は
、
当
該
組
織
に
お
け
る
文
書
の
利
用
又
は
保
存
の
実
態
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、

例
え
ば
、
�
決
裁
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
起
案
文
書
が
作
成
さ
れ
、
稟
議
に
付
さ
れ
た
時
点
、
�
会
議
に
提
出

し
た
時
点
、
�
申
請
書
等
が
行
政
機
関
の
事
務
所
に
到
達
し
た
時
点
、
�
組
織
と
し
て
管
理
し
て
い
る
職
員
共
用
の

保
存
場
所
に
保
存
し
た
時
点
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
」
と
あ
る
。

四



こ
の
条
項
に
照
ら
し
た
場
合
、
官
房
長
官
が
「
当
該
文
書
」
作
成
を
指
示
し
た
こ
と
は
「
直
接
的
又
は
間
接
的
に

当
該
行
政
機
関
の
長
等
の
管
理
監
督
者
の
指
示
等
の
関
与
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
判
断
さ
れ
、
衆
議
院
予
算
委

員
会
に
お
い
て
仙
谷
官
房
長
官
が
「
当
該
文
書
」
を
用
い
て
菅
内
閣
総
理
大
臣
に
説
明
し
て
い
る
こ
と
は
、
「
当
該

文
書
」
の
利
用
の
状
況
と
し
て
、
「
業
務
上
必
要
と
し
て
他
の
職
員
又
は
部
外
に
配
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う

か
、
他
の
職
員
が
そ
の
職
務
上
利
用
し
て
い
る
」
と
判
断
さ
れ
る
と
考
え
る
。
こ
の
条
項
に
照
ら
し
た
場
合
、
「
当

該
文
書
」
は
「
行
政
文
書
」
に
当
た
る
か
。
「
行
政
文
書
」
に
当
た
ら
な
い
場
合
に
は
そ
の
理
由
を
明
記
さ
れ
た

い
。

（
五
）

そ
の
他
、
「
第
�

行
政
文
書
該
当
性
の
判
断
基
準
の
�
〜
�
」
の
条
項
に
照
ら
し
て
、
「
当
該
文
書
」
は
「
行

政
文
書
」
に
当
た
る
か
。
「
行
政
文
書
」
に
当
た
ら
な
い
場
合
に
は
そ
の
理
由
を
明
記
さ
れ
た
い
。

二

『
内
閣
官
房
に
お
け
る
情
報
公
開
法
に
基
づ
く
処
分
に
係
る
審
査
基
準
』
（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
）
は
「
第
�

不

開
示
情
報
該
当
性
の
判
断
基
準
」
に
お
い
て
、
開
示
請
求
に
係
る
行
政
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
情
報
が
不
開
示
情
報
に
該

当
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
基
準
を
定
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
下
記
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

（
一
）

第
�

不
開
示
情
報
該
当
性
の
判
断
基
準
の
�
は
、
個
人
に
関
す
る
情
報
（
『
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公

五



開
に
関
す
る
法
律
』
第
五
条
第
一
号
）
に
つ
い
て
の
判
断
基
準
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
条
項
に
照
ら
し
て
、
「
当
該

文
書
」
は
不
開
示
情
報
に
該
当
す
る
と
い
え
る
か
。

（
二
）

第
�

不
開
示
情
報
該
当
性
の
判
断
基
準
は
、
�
に
お
い
て
、
国
の
安
全
等
に
関
す
る
情
報
（
『
行
政
機
関
の
保

有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
』
第
五
条
第
三
号
）
、
�
に
お
い
て
、
公
共
の
安
全
等
に
関
す
る
情
報
（
同
法

第
五
条
第
四
号
）
、
�
に
お
い
て
、
審
議
、
検
討
等
情
報
（
同
法
第
五
条
第
五
号
）
、
�
に
お
い
て
、
国
の
機
関
又

は
地
方
公
共
団
体
が
行
う
事
務
又
は
事
業
に
関
す
る
情
報
（
同
法
第
五
条
第
六
号
）
に
つ
い
て
の
判
断
基
準
を
定
め

て
い
る
。
こ
の
条
項
に
照
ら
し
て
、
「
当
該
文
書
」
は
不
開
示
情
報
に
該
当
す
る
と
い
え
る
か
。
そ
の
場
合
、
「
当

該
文
書
」
は
「
私
的
メ
モ
」
と
い
え
る
か
。

三

そ
の
他
、
『
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
』
、
『
内
閣
官
房
に
お
け
る
情
報
公
開
法
に
基
づ
く
処

分
に
係
る
審
査
基
準
』
に
お
い
て
、
「
当
該
文
書
」
が
行
政
文
書
に
当
た
ら
な
い
と
す
る
根
拠
が
あ
れ
ば
具
体
的
に
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

四

「
当
該
文
書
」
が
『
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
』
、
『
内
閣
官
房
に
お
け
る
情
報
公
開
法
に
基

づ
く
処
分
に
係
る
審
査
基
準
』
に
定
め
る
行
政
文
書
で
な
い
場
合
、
官
房
長
官
が
行
政
職
員
に
私
的
文
書
の
作
成
を
命
じ
た

六



こ
と
は
公
私
混
同
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

七


